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研究内容説明書文例（インタビュー調査の場合）

○○○○様
「○○○○○に関する研究」の説明および参加のご依頼

研究実施者：上智大学○○学部○○学科
（職名/学年）　（氏名）
この「研究内容説明書文例」は、研究内容説明書文面を作成される際の参考資料としてご活用ください。この通りにすればよいというものでは決してなく、「インフォームド・コンセント(説明事項)チェックシート」を参照した上でそれぞれの研究や研究対象者に合わせた内容に適宜変更してください。研究内容説明書に記載された内容に従って研究を実施することとなりますので、記載内容への責任は研究者にあります。また、審査の過程で文面の改善のためのアドバイスがあることがあります。
　私は、上智大学○○学部○○学科の○○と申します。上智大学「人を対象とする研究」に関する倫理委員会の承認を受け、標記研究を次のように実施することを計画しています。研究の目的や実施内容等をご理解いただき、本研究にご参加いただける場合は、同意書にご署名をお願いいたします。研究に参加しない、あるいは一度参加を決めた後に途中で辞退されることになっても、不利益を被ることはありません。あなたの意思で、研究に参加いただけるかどうか判断いただけますようお願いします。
1. 研究の意義・目的
　この研究は、○○における○○○○を明らかにすることを目的として、実施いたします。○○が明らかになることによって、○○に貢献できるのではないかと考えております。


2. 研究方法、研究期間
　この研究では、質問紙に回答をご記入いただいた後、○分程度のインタビューをさせていただきます。インタビュー内容はICレコーダーで録音し、逐語録を作成して分析いたします。インタビューは○日（○回）を予定しておりますが、分析をするなかで改めてお話を伺いたいことが出てくる可能性がございます。その場合、追加インタビューをお願いすることがあります。研究期間は○○学会での研究成果発表を行うXX年XX月XX日までを予定しております。

3. 研究対象者として選定された理由

　この研究は○○の経験のある方を対象とさせていただきます。○○の経験のある方であれば、性別・年齢・健康状態は問いません。


4. 研究への参加と撤回について

研究の趣旨をご理解いただきご参加いただければと思いますが、参加するかどうかはご自身で決定してください。説明を聞いてお断りいただくこともできますので、研究の辞退については、研究者に口頭もしくはメール/参加同意撤回書にてお知らせください。お断りになられたり、一度参加を決めてから途中で辞退されたりすることになっても、何ら不利益を被ることはありません。また、研究途中で参加を辞めることもできます。その際には、それまでに収集したデータを分析対象としてよいのか、廃棄を希望されるのかをお聞かせいただければ、それに従ってデータを取扱います。撤回のご意思がある場合、〇月〇日（インタビュー実施の〇か月後）までにご連絡ください。ただし、○○の段階以降に辞退を申し出られた場合には、ご希望に添えないことをご了承ください。

5. 研究に参加することにより期待される利益

この研究に参加することにより、直接的にあなたの利益となることはありません。○○を明らかにすることによって、○○の理解が進み、○○○○によって社会に貢献することを期待しています。

6. 経済的負担とお礼

　この研究に参加することにより、特別な経済的負担はありません。ただし、インタビュー実施場所までの交通費が発生する場合には、その費用はご負担いただきます。

また、些少ではありますが、研究に参加いただくことへのお礼として、1回あたり○円のお礼をお支払いたします。

７. 予測されるリスク、危険、心身に対する不快な状態や影響

　この研究の参加には、何ら身体的な危険は伴いません。しかし、インタビューを進めるなかにおいて、過去のつらい経験を思い出されることがあるかもしれません。お話になることがつらい場合、お話しになりたくないことが質問された場合は、無理にお話しいただかなくて結構です。お申し出いただきましたら、いつでもインタビューを中断します。また、ご気分が優れなくなった場合には、ウェルネスセンターへ連絡いたします。必要な処置を受けていただけるよう手配いたしますが、その際に費用が発生する場合には、当該費用をご負担いただくこととなりますのでご了承ください。
インタビューを中断された方はあらためて研究に参加いただけるかうかがいますので、ご意向を研究者にお伝えください。

８.  研究成果の公表と情報公開
この研究の成果は、論文としてまとめるとともに、○○学会にてポスター発表/口頭発表を行う予定です。論文や発表ではお名前やご所属などの個人情報等は、個人が特定できない表記にいたします。

　ご希望であれば論文作成前に逐語録を確認していただくこともできます。インタビューの際に録音させていただきました音声を聞きながら、ご自身の発言が誤りなく引用されているか、また個人が特定できる情報が含まれていないかを確認していただくことができます。
また、他の研究対象の方の個人情報等の保護や本研究の独創性の確保に支障がない範囲で研究計画書等の資料や完成後の論文をご覧いただき、ご説明させていただくこともできますので、ご希望があればお申し出ください。
９．守秘や個人情報、研究データの取り扱いについて
【①対照表を作成し、対照表と照合しない限り特定の個人を識別できないように加工する場合(仮名加工)】
この研究でお話しいただいた内容、逐語録を研究目的以外に用いることはなく、守秘をお約束いたします。また、個人情報等を保護するため、逐語録のお名前は研究データから取り除き、符号に置き換えて管理いたします。

データ開示や廃棄のご希望にお応えするため符号とお名前の対照表を作成いたしますが、逐語録と対照表はそれぞれにパスワードを設定した別々の記録媒体に保存し、記録媒体自体も研究責任者の研究室内で鍵のかかる別々のロッカーに厳重に保管します。また、同意書を含む紙媒体についても研究責任者の研究室内の鍵のかかる棚にて厳重に保管します。対照表を廃棄しました後は、データ開示や廃棄のご希望にはお応えできないこと、また、一度論文等にて発表されましたら、記載内容の修正はいたしかねることをご了承ください。
　仮名加工し、個人が一切特定されない形にした研究データは、○○の責任下にて研究のため○年間保管し、○年経過後には同意書を含む全てのデータを廃棄いたします。
（データは原則として研究成果公表後最低10年間保管。本学ガイドラインによる規定）
【②特定の個人を識別できないようにする場合(匿名加工)】
この研究でお話しいただいた内容、逐語録を研究目的以外に用いることはなく、守秘をお約束いたします。また、個人情報等を保護するため、逐語録のお名前は研究データから取り除き、符号に置き換えて管理いたします。

逐語録はパスワードを設定した記録媒体に保存し、また、同意書を含む紙媒体については研究責任者の研究室内の鍵のかかる棚にて厳重に保管します。逐語録を作成し、お名前を研究データから取り除きました後は、データ廃棄のご希望にはお応えできないこと、また、一度論文等にて発表されましたら、記載内容の修正はいたしかねることをご了承ください。

　匿名加工し、個人が一切特定されない形にした研究データは、○○の責任下にて研究のため○年間保管し、○年経過後には同意書を含む全てのデータを廃棄いたします。
（データは原則として研究成果公表後最低10年間保管。本学ガイドラインによる規定）
【③仮名加工/匿名加工しない・仮名加工/匿名加工できない場合】
　この研究でお話しいただいた内容、逐語録を研究目的以外に用いることはなく、守秘をお約束いたします。また、個人情報等を保護するため、逐語録のお名前は研究データから取り除き、符号に置き換えて管理いたします。
お話は上記研究のためにお伺いするものであり、研究目的以外に用いることはなく、守秘をお約束いたします。本研究の意義・目的上、研究結果を公表する際、お名前等はそのまま公表させていただきますが、実名と異なる形での表記をご希望されるのであれば、ご希望に従います。プライバシーや個人情報を保護するため、研究データは研究責任者の研究室内の鍵のかかる棚にて厳重に管理いたします。研究実施期間が終了しましたら、研究データはすべて廃棄いたします。

研究データは、○○の責任下にて研究のため○年間保管し、○年経過後には同意書を含む全てのデータを廃棄いたします。
（データは原則として研究成果公表後最低10年間保管。本学ガイドラインによる規定）

10．研究に関する資金源及び利益相反の状況
この研究は、○○研究費補助金の補助を受けて実施いたします。
なお、研究者は××からも研究費を受給していますが、本研究に関し、利益相反はありません。
【※学生を対象とする場合】
この研究への参加をお断りになったり、一度参加を決めてから途中で辞退されることになったりしても、成績や評価等とは無関係であり、何ら不利益を被ることはありません。


11． 研究者、および問合せ先について

この研究は、上智大学○○学部○○学科の○○が行います。研究内容に関するご質問等は、以下の連絡先までご連絡ください。
研究責任者：上智大学○○学部○○学科　職名○○　氏名○○○○
住所：

連絡先　e-mail　　　　　　　　　　/　電話

研究実施者：上智大学○○学部○○学科　職名/学年○○　氏名○○○○

住所：

連絡先　e-mail　　　　　　　　　　/　電話
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※文中の「CS●」は、「インフォームド・コンセント（説明事項）チェックシート」の項目番号を指す。
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*問合せ先の指定について


個人の連絡先の開示にはリスクが伴うため、大学の研究室の電話番号を連絡先とするなど、指定は慎重に判断して下さい。





*《該当する場合には記載》


【例】・本研究で取得するデータを将来の研究で用いる可能性


本研究で取得するデータを、将来、本研究を土台とした発展研究で使用する可能性があります。その場合には、今回本研究にご協力いただいた皆さんへ個別にご連絡し、研究へ参加いただけるかあらためて確認させていただく予定です。


しかし、連絡先の変更等でご連絡がつかなくなってしまうことも想定されることから、その場合には、○○のウェブサイトにて研究の概要を公開し、研究への参加を希望されない場合には、当該ウェブサイトを通じて意思表明をしていただくことといたしますので、どうぞご了承ください。
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